
震災直後

「避難してください！」

そのとき、認知症の人と介護する家族が躊躇しない“認知症になっても

安心して暮らせるまち”にするために避難所でのケアを考えましょう

東日本大震災のときには、

40万人以上の人が避難生活をしました。

その中には、地域で暮らす認知症の人と家族も一緒でした。
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まず、環境づくりをしましょう
避難所には認知症の人を含め支援が必要な方がいます。

避難所生活の環境づくりをまずしましょう。

認知症は人や急激な
環境の変化に
ついていけない病気です。
可能であれば、介護している家族とともに避難所の隅の方へ、

そしてパーテーションなどで仕切り安心できる空間を

作ることで不安を軽減してください。

認知症の人のさまざまな行動は、あなたへの訴えです。

「避難所生活を継続するために必要だったことは何ですか？」

●大きな標識がなくトイレの場所が

　分からなかった

●照明や空調を整える必要があった

●介護用品が不足した

●暖かいところはトイレから遠い場所で

　移動が困った

（当センターが実施した東日本大震災避難所支援者アンケート調査結果より）

個室を確保することが理想ですが、難しい場合仕切りをし、ゆっくり対応

できる場所を確保しましょう。

顔見知りの人がたくさんいると安心していました。ご本人の顔を見て出来

るだけ話しかけてみてください。

排せつの問題で多くのトラブルが発生しました。別の場所が確保できな

い場合もありますので周囲の方は理解してください。特に夜は尿の回数

が多くなることがあります。

認知症になると音に敏感になります。避難後すぐに不穏になり、トラブルに

なることが多くありました。出来るだけ静かな場所を確保しましょう。
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避難所で準備しておきたいもの

認知症の人専用スペースを
確保する

専用のおむつ交換や
排せつスペースが必要

落ち着く静かな環境

顔見知りの人が近くにいる
環境

こんな環境を避難所でつくりましょう。

東日本大震災被災者の声

□ ポータブルトイレ

□ ビニール袋 □ 毛布

□ パーテーションや仕切りに
　 なるもの



（全国キャラバンメイト連絡協議会資料を参考に作成）

周りの方の理解とかかわり方
認知症の人のさまざまな行動はあなたへの訴えです。
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その他に、認知症の知識がある、飲込みやすい食事、レクリエーションなどがあげられました。
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同じ目線で、前からゆっくりとが基本です。

驚かせない

思うように言葉が出なくなります。ゆっくり聞いてください。

急がせない

一人の人生の先輩として接することで本人も落ち着きます。

自尊心を傷つけない

介護者は自分のこともままならず、認知症の人と周囲の人に集中しています。

協力して共同生活を考えていきましょう。

介護者へも声かけを

認知症について詳しい人はいませんか？
認知症は病気です。近くに、介護経験のある方、認知症サポーターの方が居るか確認し、避難所全体で協力し対応

することでしのぐことができました。（当センターが実施した東日本大震災避難所支援者アンケート調査結果より）

東日本大震災の時の教訓として避難所生活の条件として

次のことがあげられました。

周囲の方々の理解があればそこに居られます。

認知症の人が過ごせる条件

支援ガイドの内容は、認知症介護研究・研修仙台センターが実施した東日本大震災被災3県の避難所を支援した514事業所・機関の621事例をもとに作成したものです。

周囲の方の

理解があった

なじみの人や
家族が
近くにいた

介護者を
支援する人
がいた

常に見守れる協力体制があった 日課や役割等を作った
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認知症の人は多くが高齢で身体も弱くなるため避難所で

がんばり続けるのにも限界があります。また介護家族は

普段の生活でも精一杯ですので一層負担感は増大しま

す。調査結果でも、避難初日から、生活に重大な影響を

及ぼす出来事が起こってきます。

排せつの問題は、避難初日から問題にな

り、避難所にいることが難しくなります。

また、3日目までに、不穏、徘徊等も起こ

り、長期化は家族の負担にもなっていま

した。

早期の福祉避難所への移

動に向けてその人の情報

（名前、年齢、病歴など）を

紙に書いておきましょう

福祉避難所は、二次避

難所です。家族も一緒

に避難することができ

ます。

認知症であることを周囲

の人に理解してもらい、早

期の移動を申し出るよう

にしましょう。

認知症の人が生活できる限界の
日数は平均3.11日でした。

限界となる出来事が起こる日数

移動準備に向けて

避難所生活での“がんばる”には
限界があります。
二次避難所である福祉避難所への
移動準備をしましょう。
東日本大震災のときには、避難所生活の限界を感じたのは平均で３.11日でした。

その期間を過ぎると、排せつや健康管理で問題が生じ一緒に暮らすことはお互いにつらい

思いをしていました。（当センターが実施した東日本大震災避難所支援者アンケート調査結果より）
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先は見えないのではありません。１週間以内に必ず助けが入ります。

1日目 2日目 3日目 4日目

5日目 6日目 7日目 それ以上

1日目

21%

2日目

17%
3日目

28%

7日目

16%


